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わ
が
國
の
'農
業
經
營
が
極
め
て
小
規
模
で
が
る
；

J

と
は
既
にj

ウ
の
常
識
と
な
つ
て
ゐ
る
。
昭
和
十
三
年
九
月

I

日
現
在
に
於
て
行 

は
れ
た全

®
.

農

家一

齊
調
查
に
ょ
れ
ば
、
二
：町
步
未
滿
の
耕
地
を
耕
作
す
る
も
の
は

.自
作
豊
六<

.

%

,
自
作
兼
小
作
五
五
ダ
、
小
作
農 

八一

メ
、
‘平

均

六

ま

と，$

ふ
激
字
を1

不
し
て
ゐ
る
。
わ
が
嵐
農
業
の
小■

制
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
わ
が
國
め
.特
殊
な
る
族
史 

‘的
條
件
に
ょ
つ
て
成
立
し
た
高

.
S

小
作
料
、
高
や
土
地
慎
格
が
農
業
經
營
の
規
摸
擴
大
を
胆
止
し
.た
と
レ
ふ
と
と
に
墓
く
も
の
で
あ
り
、 

力〜

る
地
代
法
則
の
實
徹
は
農
業
經
營
を
し
て
勞
働
の
生
邀
性
を
犧
胜
に
じ
て
專
ら
反
當
牧
豐
の
檢
大
を
目
的
と
す
る
と
レ
ふ
方
向
に 

向

け

し

め

た

の

で

き

た

。

か

、

る

小

規

模

制

の

.
：マ

に

.於
て
は
.生

，塵

額

の

堆

加

S

業
生
産
費
の
高
騰
と
な
つ
て
あ
ら
は
れ
き 

當
然
で
あ
る
0

米
慎
の
引
上
げ
、
，補
助
金
政
策
等

1

‘聯
.の
保
護
政
策
が
農
業.生
産
の
維
持
、
確
保
の
た
め
に
と
ら
れ
來0
た
所
以
で
あ
. 

る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は.な
い
。
.か
-

る̂
小
農
.經
營
の
下
に
於
て
は
、
‘農
民
の
手
に
歸
す
る
所
謂

「

霞
業
所
得」

，は
利
子
、
利
潤
部
分
を
含 

ま
な
い
は
か
り
で.な
く
，
そ
め
本
質
上
農
民
の
自
家
勞
働
に
對
す
，る
数
貧
に
相
當
す
る
も

§

に
外
な
ら
な
5
0

農
民
は
1
農
紫
所
得
し
の 

-
. 

'徵
廣
の
.
猶

營

规

摸

に

ゥ

ぃ

，
て

: 
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■ 

5
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'變
動
に
鐵
し
て
は
家
計
費
を
切
り
下
げ
る
か
、‘：兼
業
、
副
業
、
：收
入
に
よ
つ
て
生42

補
充
す
し
な
け
れ
ば
'な
ら
な
レ
の
で
あ
る
.。
特
に

■ 

»

i

f

兼
業
、
i

i

生
|

的
|

關
I

!

 

t
と
、
s

i

く
の
|

經
營
が
|

に
よ
つ
，て
獨
立
し
て
律
在
し
得
な
レ
と
レ
ふ
こ
ん
はIK

業
綴
營
の
發
展
に
對
し
て
箸
し
い
障
害
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
、
に
農
業 

の
，合
理f

な
經
營
規
模
.
.或
ひ
は
經
營
形
灘
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
所
謂「

適
正
規
摸J

論
の
生
す
る
所
以
で
あ 

.る
。
特
に
、
是
等
生
産
力
の
維
持
，
擴
爽
と5

ふ
.現
下
の
要
請
に
對
し
て
：
.そ
の
阻
止
的
な
耍
求
に
.直
面
レ
て
、
合
理
的
な
經
營
規
摸 

:

創
出
へ
の
要
求
ゆ
益
々
强
ま
り
つ
、
あ
る
と1K.-
へ
や
ぅ
。

.
し
か
し
'
"
^
適

正

，
規

模

」

と

は

何.で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
未
だ
必
す
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
，ぐ
現
ま
の
生
活
の
不
安
定
、
.經
營
の
不 

合
理
は
專
ら
緋
地
面
積
の
狭
小
に
蓝
く
も
の
で
あ
る
と
.い
ふ
と
じ

ろ
か
ら
經
營
を
合
理
化
し
、
之
.に
安
定
せ
る
生
活
を
維
持
さ
せ
る
た 

め
に
は
ど
れ
丈
の
耕
地
面
積
が
必
要
で
あ
る
か
が
、
從
來「

適
正
規
模J

論
の
，中
心
と
な
つ
て
ゐ
た
如
く
で
.あ
る
。
こ

の
場
合
適
正
規
模 

の
規
準
に
つ
レ
て
は
二
つ
の
立
場
が
者
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
家
族
勞
働
を
規
準
と
し
て
、.
そ
の「

完
全
燃
燒
C

を
目
指
し
て
、
と
の
黯
か
ら 

適
正
規
模
を
設
定
し
や
ぅ
と
す
る
立
場
は
そ
の一,

で
あ
り
*
豊
家
の
生
活
貴
を
基
準
と
す
る
所
謂「

安
定
農
家」

の
設
定
は
そ
の
ニ
で
あ 

る
® - 

- 

.、
 

■

(
1

T

前
者
，
即
ち
家
族
勞
働
を
基
準
と
す
る
立
場
は
、
家
族
勞
働
の
，大‘5

さ
が
農
業
綴
參
の
大
い
さ
を
制
約
す
る
と
い
ふ
見
地
に

塞
く
も
の
で
み
る
が
、.
例
へ
ぱ
横
弁
時
敬
.傅

土

は

そ

の

，奢

r

小
梟
に
開
す
る
研
究」

に
於
て
の
ぺ
て
ゐ
る
。r

小
經
營
に
就
き
て
の
適
當 

な
る
面
精
；̂
.

家
勞
力
が
現
に
與
べ
ら
れ
セ
，る
も
の
で
、
伸
縮
び
來
難
レ
も
：の
.

と
す
れ
ば
、
；：，そ
の
現
在
の
勞

力

：分

i

に
-

て
、
幾

何

の

m
：r
It
I
I
ぎ.をti
m
6
や.

If
f
-1: 後’.
ir
I-
囊:

.
面
積
が
適
當
で
あ
.る
か
は
-、
，一

定
の
時
處
に
於
て
せ
研
究
の
可
能
性
が
あ
る
に
相
違
な
い
、：
當
該
場
合
に
於
て
はI

定
の
面
積
に
，投
下 

す
べ
き
勞
力
の
分
.
に
は
、
.
.上
下
の
境
界
に
孰
れ
に
，も
限
度
が
あ
る
に
相
違
，
^
い
、
既
に
上
の
眼
度
に
達
し
、
尙
努
力
に
餘
あ
ら
ぱ
則 

ち
そ
の
面
積
を
措
加
し
.
勞
カ
ゆ
餘
化
き
键
廣
に
、
そ
の
面
積
を
擴
げ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ」

0 (

昭
和
八
年
第一

ニ
版
、
‘ー
九
六
贾Y

註
1)

,(

一一'

3 

>所
謂「安

：®

農
家」

と
し
て
の
.適
正

，
規

模

を

.
設

定

し

や

ぅ

と

.

5

ふ
ま
場
に
.ウ
レ
て
は
、
例
へ
.ぱ
農
村
更
生
協
#
.簿
記
々
帳
範
例 

部
落
研
デ
舍
に
よ
る
安
定
農
家
、
必
耍
農
業
經
營
規
模
の
概
念
は
次
の
如
く
で
あ
る
0 (

「

部

落

と

簿

記

指

導

，
八
ニ
頁
ン 

一
、

ぐ

潇

牧

入

の

み

で

.き

®

を

立

て

る

と

と

.
し
、
勤
券
牧
人
財
産
牧
入
利
用
牧
人
は
.-!,先
考
慮
を
す
0
.

'

 

ニ
家
族
の
生
活
は
大
體
現
在
日
本
濃
民
の
平
均
，的
水
準
と
し
て
家
族
！
人
、
ニ
ケ
年
百
圓
乃
至
百
十
圓
を
と
る
。

ニr.

尙
i

經
營
に
對
し
て
は
建
物
、
大
農
具
ツ
大
動
物
ぃ
大
植
物
等
の
消
却
額
、
棺
殖
.額
を
可
能
な
る
範
圍
內
で
研
究
生
の
財
産 

某
帳(

京
大
ま
よ
り
計
算
し
、
，.ま
方
農
家
，

I.

戶
當
平
均
的
必
要
な
る
臨
時
支
出(

冠
婚
葬
祭
保
®

等)

を
部
落
の
慎
習
よ
り
算
出
、
. 

雨
者
の
代
敷
的
合
S

當
然f

暴
入
よ
り
家
計
費
を
支
出
し
、，
尙
余
剩
あ
る
も

.

の
と
す
。 

V 

.

<
又
農
S

經
濟
更
生
部
の
地
方
の
地
方
事
情
調
査
に
於
て
は
、「

農
業
を
.主
た
る
牧
人
と
し
，：
生
評
を
維
持
す
る」

た

め

は

•
自
作
，
 

農

を

て

、
農

家

當

り

少

ぐ

と

町

七

反

S

地

面

積

が

必

要

特

：に
、
.こ

の
農
業
經
營
か
ら 

の

牧

猛

だ

け

を

女

定

せ

る

生

ぶ

，
し̂
得
る
と
と
を
.目
，揮
に
®〉

て
、
.之
を
可
能
な
ら
し
む
.ベ
，̂

耕

地

面

積

を

も

つ

逾

正

規

模

®
 

營

の

創

設

，ほ

移

！

^
分
^
計
普
の
，根
據
レ
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
.ル
で
あ
つ
v
>
,各
地
の
.分
村
®

I

に
於
て
は
、
：安
定
農
家
を
創
設
す 

る
★
め
に
は
親
在Q

農

業

經

營

を

少

く

と

も

數

倍

に

擴

大

し

な

，け

れ

ば

な

‘ち

ぬ

と

云

は

れ

て

ゐ

、
る

。
；
へ
註

2〕

、
 

: 

;

ド、
，
, 

U

囊

業

の

經

營

規

模

に

.
つ
い
て

2
ハ

七
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(
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廣
業
の
鍵
粋
想
總
に
つ
い
て
 

2
ハ<

 

へ一

八
2

0
 

(

註
1)
高
岡
能P

博
士
は
こ
の
立
場
か
ら
濃
家

1

戶
の
勞
働
力
を
二
人
半
と
し
て
、
農
業
丈
で
一
家
が
生
活
す
る
に
必
要
な
面
積
は
、
北
海
道 

を
除
き
•
内
地
ザ
は
少
く
と
もT
W
冗
反
へ
水
田
八
反’
畑
七
反
、
水
田
は
四
割
二
毛
作
，
畑
は
，全
部
二
毛
作

)

と
算
定
し
て
ゐ
る
。

(

全
部1

毛 

作
と
t

れ
ぱ
少
く
ど4

1

印ifj

反
か
が
必
耍
で
あ
る。y

 (「

滑
補
農
政
問
題
研
究
し
大
正
十
五
年•
六
0
頁
以
下)

メ 

.

0

3

.
分
村
計
鶴
に
於
け.る
適
正
揉
模
は
、..例
へ
ぱ
山
形
璧
ほ
分
鄉
針
盡
で
は
自
作
農

1
1町

！
！

反
五
献
、
小
作
農
三
町
六
反
八
励
。
鳥
联
縣 

V
’

斑
伯
郎
分
村
計
儘
基
礎
調
査.で
は
海
濱
農
村
ニ
町
，
田
所
農
村

1
.

町
八
反
ハ
：田
畑
相
半
す
る
：も
の
ニ
町
，
山
林
一
町
四
E

。
{

§
縣
ま
造
郡
東 

...

大
崎
村
で
は11

町

八

献

。
’

，

勿
論
、
と
の
二
つ.の
立
場
に
於
け
る
失
.々
'の
適
正
規
模
は
叉
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
於
け
る
歷
史
的
性
格
を
も
ウ
も
の
で
は
あ
る
が
、 

.

.家
族
勞
働
を
嚴
準
と
す
る
適‘正
規
模
は
そ
れ
自
身
既
に
明
ら
か
な
如.ぐ
、
を
の
，社
含
的
地
盤
を
家
族
勞
働
を
中
心
と
す
る
低
い
拔
術
水 

準
を
も
つ
家
族
努
働
的
小
農
雜
營
の
維
持
、
確
保
に
置
く
も
の
で
あ

A

、
：又
標
準
的
經
營
規.模——

適
正
規
模——

の
基
，準
を
農
家
生
流 

費
に
置
き
、
そ
れ
を
基
準
と
し
て

I

定9

耕
地
面
積
を
決
あ
や
ぅ
，とy

ふ
立
場
に
ウ
V

て
.，も
、
同
様
に
、
わ
が
國
.の
小
規
模
農
業
經
營 

の
.

ウ̂
，低
い
生
産
力
、
低
レ
技
術
水
準
にS
く
農
業
所
得
の
未
分
：
^

、
換
言
す
れ
ば
農
業
所
得

=

自
家
勞
働
に
對
す
る
勞
賞
の
段
階
を 

前
提
'と
し
、
又
維
持
せ
ん
と
す
る'も
の
で
あ
る
と
云
へ
る：
o 

^

^
れ
等
の
點
に
於
て
所
謂

「

適
正
規
摸
し
論
の
性
格
は
明
ら
か
で
あ
ら
ぅ
。 

し
か
の
み
な
ら
す
、
と
れ
等
の

M

場
.の
基
準
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ★
農
家
生
活
の
安
定
、
或
ひ
は
自
家
勞
働
の
完
全
燃
燒
、
何
れ
ょ 

り
す
る
も
.
*そ
.の
.目
標
達
成
の
た
め
に
は
耕
地
面
積
の
擴
大
は
必
：す
し
も
必
至
の
：こ
と
で
は
な
い
。
農
家
生

.活
の
安
定
は
生
活
規
準
、 

農
産
物
，償
，格
、
農
業
經
營
の
方
式
等
に
依
存
す
る
柄
.で
か
り
、
：.又
自
家
勞
働
の
消
費
：
^
經
營
方
式
如
何
に
ょ
つ
て
.
營
し
く
萬
な
ウ 

，
た

終

で

，あ

ら

.は
れ
て
乂
る
.か
ら
：で
あ
る0 

.
農
業
經
營
方
.式
の
如
何
に
.よ
.り
，
て
，農

家

生

.活
'
'の
耍
求
す
る
耕
作
風
積
は
異
な
る.で
，あ
ら
ろ

l

i

l

i

E

i

K

i

i

i

i

し
、
餅
地
面
積
が
同
様
で
も
經
營
方
式
の
如
何
に
.よ
：ウ
て
經
營
成
果
‘に
奢
レ
レ
差
異
を
生
.す
る
で
あ
ら
ぅ
.。V
從< ；>V "

農
業
經
營
の
適
直

規
铁
の
間
題
.に
っ
レ
て
‘は
，：

を
仏
に
先
立
つ
て
、、
先
づ
農
業
經
營
規
摸
の
概
念
の
吟
味
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
.

S,

わ
け
で
あ
る
。

»
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農
業
生
産
に
於
て
は
土
地
は
最
も
主
要
な
生
産
手
段
で
：あ
り
、
.從
ウ
て
、
.農
業
雜
營 

模
は
取
地
面
積
を
重
要
な
る
指
ぽ
と
す
る
も 

の
で
は
あ
；̂
が
•
し
か
し
、
緋
地
面
積
は
そ
の
ま
\
經
營
の
經
濟
的
な
內
容
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
と
、
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
耕

地
面
積
の
大
小
は
生
産
手
段
及
.び
資
本
の
仏
要
な
投
下
貴
に
：必
す
し
も
比
例
す
る
も
の
'で
は
な
く
，
技
術
水
準
及
び
經
營
の
方
式
に

• 

- 

- 

. 

- 

.

從
っ
て
"
小
さ
な
地
積
に
も
非
常
に
多
額
の
投
資
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
生
産
の
規
模
は
正
確
に
は
生
産
の
た
め
の
全
資
本
投 

卞
を
意
味
す
る
も
の
な
：の
で
あ
0
.て
、
現
賞
に
於
て
は
、
'主
と
し
て
耕
地
面
積
の
大
小
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
經
營
の
.
.規
模
は
、
實 

は
、
單
に
面
積
の
廣
狹
そ
れ
自
身
で
.ぱ
な
く
、
農
象
機
械
、
農
具
*
役
畜
等
め
勞
働
手
段
の
多
少
、
流
動
資
金
の
多
少
等
を
俾
ウ
て
ゐ 

る
槪
念
な
の
で
あ
る(

註)

。
.輕
營
規
模
の
大
小
は
そ
の
生
産
量
に
於
て
最
も
精
密
な
表
斑
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
生
産
量
は
生
産 

設
傭
の
大.S

さ
に
よ
っ
て
、
又
生
産
設
備
の
大5

さ

常

に

r

定
の
利
用
度
に
於
て
具
體
化
さ
れ
る
の
で
，
そ
の
利
用
度
に
よ
っ
て
規 

定
さ
れ
る
。
’從
っ
て
，
經
營
規
模
は
生
産
設
備
の
大
レ
さ

,
換
言
す
れ
複
合
體
と
し
て
の
勞
働
，手
段
の
量
並
び
に
構
成
に
よ
っ
て
規 

定
さ
れ
る
と
.，

S.

ふ
ご
と
に
な
る
？
と
の
點
か
ら
す
れ
ば

,
わ
が
國
の
勞
働
讓
約
的
な
家
族
農
業
輕
營
に
照
應
し
て
、
家
族
勞
働
カ
の
大 

レ
さ
，が
農
業
經
營
の
大
い
さ
を
1

す
る
と；S

ふAJ

と
は
，、
.實
は
、
.敏
に
、
上
述
の
意
味
に

於
け
る
經
營
規
摸
と
そ
、
そ
れ
に
照
應
し 

た1

定
の
勞
働
力
.、
そ
の
組
織
、
勞
働
對
象
の
'量
及
び
そ
の
利
用
の
仕
方
を
決
定
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
'る
。

、

農
業
の
鹤
營
栽
奥
に
っ
い
て 

y
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践
業
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營
規
模
に
ウ
い
て
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マ
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.

.近
藤
康
妈
.轉
換
期
の
農
藥
間
題
し
昭
和
す
四年

"
：

九1,1

其
以
下
參
赏
。.

r
 

/

'...

經
營
規
摸
が
.複
.合
體
と
し
て
の
.勞
働
手
段
の
量
並
び
に
構
成
に
.よ
っV

規
定
さ
れ
.る
.と5

ふ
こ
と
•
即
，ち
經
營
規
模
と
は
そ
れ
ぞ
れ 

の
拔
術
構
造
を
ぅ
ち
に
含
め
た
概
念
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
，
そ
れ
ぞ
れ
の
經
營
規
模
に
よ
っ
て
如
何
に
生
産
性
が
異
な 

る
か
を
說
明
す
るU

と

が

ほ

來

る

で

あ

ら

ぅ

，
。

例

へ

，
ぱ

、

'同

じ

稻

作

經

醫

：に

っ

5,

て
見
て
も
、
帝
國
農
會
の「

米
生
産
費
に
關
す
る
調 

査
し
に
よ0

て

,•主
要
な
米
作
地
方
で
あ
る(

註〕

.東
北
極
，
關
東
！̂

>
,
.
北

陸

區

、

九

州

菌

に

っ

い

て

の

夫

',々

の

經

營

の

特

質

を

示

す

若
 

干
の
指
標
を
示
せ
ば
次
-の
如
く
で
あ
る
9 

.

. 

,

^

，平
均
水l

i
m

積
'一
K

n

^

m
 

K
當
晨
，具

費

^

數

% 北 關 東  

州 m 東'北

U 嵐 , 廣 瑕

五̂四八 0 四六' 四
"
反 

ニ 

7

11

九

1

ニ 

V六
ニ
九

1

六

•
八
ニ
九

1 

H
1

ニ 
九

石

•

ニ 
•
五
五
五

ニ •'：!

ほ
五

ニ 
•
五
六
ニ

ニ 

•六

八

！

■
5 

-

ニ
，.

i

ニ 
•
六 
ニ
！

ニ 
•
九
冗 

ニ 

•
0
1

1

入

合

，

計

日
.
' 

'
.
日 

.
日

I 
•
四 
ニ 

.

.七
•
ニ
 

，
ニ

！•四
. 

1

七

•
ニ
 

. 

'
三

•
ニ
 

ニ
0
•
四

r
A
•三
' ' 

ニ
•四

ニ

9

セ 

1

七.
一

グ

ニ

•
七

一

九

ん 反

當

？

使

用

日

数 

日

1
M

ハ

9
九

' 

ニ
-
o

,〔

備
者〕

.
'
.昭
和
十
三
年
度
、
：自
作
廣
の
平
均
で
-
^
?る

。.

r

/ 

'

.
と
，̂
に
ょ
つ
て
明
ら
か
な
t

と
は
東
北
區
に
於
て
は
最
も
多
く
の
勞
働
量
が
か
け
ら
れ
て
居
り
、
し
か
も
そ
の
中
に
於
て
雇
入
勞
働

が
可
成
ね
大
き
な
部
分
’を
占
め
て
ゐ
る
と5

ふ
，と
と
や
あ
る
.？.
.
.
.
こ

れ
に
對
L

て
北
陸
露
に
，於
て
は
農
具
費
が•

九
州
區
に
於
て
は
畜
力 

使
用
.日
數
が
何
れ
も
東
北
®

ょ
‘り
大
き
な
數
字
を
示
.し
.て
居
る
‘び
で
あ
つ
て
Y
‘ 

7
J

の
じ
と
は
東
北
區
に
於
け
.る
稻
作
按
衛
の
低
位
，

V

示

X

S

8

8

S

' 

^

V

%

s

8

i 

r
\

 

.

:

す
も
の
に
外
は
ら
な
：

5. 。
：

.稻
作
經
營
そ
の
も
の
に
於
て
も
、
.を
れ
，ぞ
れ
の
勞
働
力
と
勞
働
手
段
の
結
合
の
樣
式
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
ク
た 

生
産
性
と
し
て
あ
ら
は
れ
て
く
'る
の
せ
あ
つ
て
.，、
：尙
裏
作
と
の
關
係
、
，養
驚
と
の
結
合
等
に
よ
る
經
營
內
容
の
差
異
を
者
慮
す
る
な
ら
.

パ

)

.

.
 

.

.

.

.

 

• 

■.

ぱ
、
も
は
や
単
な
る
經
營
面
積
の
差
に
よ
つ
て
は
比
較
す
る
.こ
.と
が
出
來
な
く.な
る
め
で
あ
る。
：

：
' 

.

.  

'

.(

註
> 
っ
铭
十
五
次
農
林
省
統
計
表」r

昭
和
十
三
年
度)

：に
よ
れ
ぱ
全
國
水
稻
作
付
面
積
に
對
す
る
比
重
は
斑
北
域
一
七
.三
だ
.關
1
廣̂
は1

三•

四
/た
北
陸
S

1

•七
：
^
、
九

他

嵐

1

四

•
二
 
％
.で

る。
：
：

. 

• 

■

. 

. 

. 

- 

- 

,

. 

•

經
營
規
摸
が
單
に
耕
地
面
積
で
は
な
く
、
經
營
機
構
の
有
撒
的
な
構
成
を
そ
の
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
勞
働
手
段
の 

. 

. 

.

種
タ
な
る
利
用
の
形
式(

土
地
は
最
も
主
.要
な
る
勞
働
手
段
ヤ
ある

；}

及
び
利
用
の
糖
度
に
從
つ
.て
1
云
ひ
換
へ
れ
ば
，
そ
れ
ぞ
れ
の
經 

營
に
於
：̂
,る
‘經
發
方
式
、
，及1

6

集
約
度
に
從
ウ
て
、
同一.

の
經
營
面
積
も
異
な
，ウ
，た
經
營
規
模
と
し
て
あ
ら
は
さ
れ
る
と
と
，に
，な
る
。 

經
營
の
方
式
は
種
な
る
土
地
の
利
用
,
態
及
び
生
産
物
の
加
工
、
家
內
副
業
、H

襄
的
副
業
の
組
合
は
せ
、
云
は
だ
經
營
の
組
織
を

內
容
と
す
る
も
の
で
あ
る(

B

O

,從

<： v

て
>
.の
表
徵
は
先
づ
第一

に
勞
働
對
象
の
差
と
し
て
.、
使
用
償
値
に
於
け
る
差
と
し
て
あ
ら
は

' 

- 

'

.

れ
て
く
る
- 

土
地
の
種
.々

な
る
利
用
形
盤
は
勞
働
對
象'の
差
に
外
な
ち
な
いb 
士
地
は
土
.壤
そ
れ
自
體AJ

し
て
も
つ
種
々
な
ス3
巧
容
、

'

植
物
榮
養
素
の
自
然
的
含
有
量
.
，即
ち
自
然
的
な
豐
度
、
或i

は
氣
候
等
め
請
條
件
に
よ
つ
て
、
' 又
よ
りI

般
的
，に
ほ
外
的
自
然
諧
條 

件
の
複
合
膨
と
'
,し
て
，：.そ
の
利
用
形
熊
を
異
な
ら
し
め
る
可
能
性
を
含
ん
て
ゐ
る
も
の
.で
あ
る
を
そ
の
利
用
形
態
を
種
々
な
る
‘異
な 

^
た
形
に
於
て
现
實
化
す
る
も
の
は
特
定
の
.技
術
水
準
で
あ
る
。
特
定
の
.技
術
水
準
が
特
定
の
自
然
的
地
盤
に
於
て
，何
を
勞
働
對
象
と

.

農

業

.
の
紙
營
規
樓

-Si

つ
い
て 

S

七1

.
へ
一
八0
九)
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(

5

2

.す
る
か
を
選
撑
す
る
や
で
あ
る
。
從
ウ
て
現
象
的
に
は
.勞
働
對
象
の
，差
と
し
て
あ
ら
は
れ
る
輕
營
方
式
の
技
術
的
標
識
は
勞
働
手
段
と

勞
働
力
と
の
.結
合
の
樣
式
で
あ
り
、
と

S
0
A
な
る
勞
働
對
象
を
通
じ
て
失
身4

生
®
性
の
差
と
し
て
あ
ら
は
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ

し

て

、

缴

働

乎

段

と

勞

働

力

の

.投

卞

の

程

虔

が
、

面
積
の
耕
地
に
對
し
て
云
は
れ
る
と
き
、
集
約
度
で
あ
る
。
&
の
黯
で
集
約

虔
は
又
農
業
經
營
ホ
式
の
特
徵
付
け
及
び
分
類
の一

っ
の
基
準
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
る
の
e

あ
る
。

IP. B
r
i
n
k
m
a
n
n

‘ Da
s

 c
e
k
o
n
o
m
i
k

 des landwirtsdiaftlichen Betriebes. 

(G. 

D. 's. 

V
I
L

 

A

s
 

Tiibingen 1922
.

大
楓 

■ <

正
男
譯
1
農
業
純
營
經
濟
學」

昭
剰
十
年
改
訂
再
版
、：
八
頁
以
下o 

•

.

約
度
は
前
嫩
の
如
く
農
業
生
産
に
投
ぜ
.ら
れ
る
勞
働
及
び
資
本
投
卞
.の
程
度
.‘で
あ
る
が
、
そ
れ
は！

般
に
はI

定
の
經
營
土
地
面

積
へ
の
.資
ま
び
勞
働
の
費
用
の
相
冗
關
係
‘の
意
味
に
解
さ
れ
る
.。
.農
業
生
産
が
X
業
生
摩
に
比
し
て
、
技
術
的
な
關
係
か
ら
.、
著
し

-' 

. 

. 

.
: 

, 

.

.

. 

. 

.

く

場

所

的

な

性

貧

を

も

っ

，と

レ

ふ

こ

と

が

、

.
±
地
の
，

一

定
面
積
當
.ゎ
の
と
れ
等
の
費
用
の
相H

關
係
に
對
し
て
；

工
業
經
營
に
於
す
る 

場
合
と
は
異
な
っ
た
特
別
の
意
義
が
、
農
業
經
營
に
於
て
は
與
へ
ら
れ
る
の
で
あ

る

。

し
か
し
な
が
ら
、
と
れ
等
の
費
用
.の

単

な

る

'比

較

に

於

.て
或ひ

..

に
發
働
集
約
的
-
或
ひ
は
資
本
集
約
的
，
^
.ょ
ぶ
と
と
は
.、
集
約
性
©
.

.

-
* 

- 

. 

. 

.

綴
濟
的
め
容
の
規
定
を
ネ
明
確
にし
、
文
集
約
性
の
二
っ
の
甚
本
耍
素
、
資
、本
及
ぴ
勞
働
の
相
冗
開
係
の
本
賞
に
對

す
る
充
分
な
理
解 

を
妨
げ
る
も
の
で
あ
ろ
。
厳
密
に
云
っ
て
、
と
の
，概
念
は
、
そ
營
的
内
容
か
ら
ゾ

r

定
の
單
位
耕
作

J
S

積

に

於

け

.る

生

產

手

段

及 

ぴ
廣
働
力
に
對
す
る
資
本
投
下
率
の
意
味
に
解
さ
れ
'な
け
れ
ぱ
な

ら

な

卽
ち
，
と
の
參
の
高
さ
が
集
約
變
の
高
さ
で
あ
り

-
投
下

資
#
の
.円
部
的
な
構

.潘
は
集
約
度

の

；
も

の

技
術
的
な
構
造
を
意
味
す
る

.も

の

で

あ

；る

®
 

:

そ

し

て

養

のr

勞

軟

集

約

的

し

、:

或

ひ
ほ

.

r

資
本

'■■■■.. 

.
 

-
 

■
 

: 

.

.

.

 

:

集
約
的」

は
か
、
る
意
辟
に
於
て
理
解
さ
'る
べ
き
で
あ
つ
た
。
，
.

-

:

:

,

. 

,

:

'

從
つ
て
‘
本
來
の
集
約
烛
の
高
度
化
：̂
は
技
術
水
準
の
高
度
化
を
意
味
す
る
も
の
な
の
で
あ
つ
，て
-
技
術
水
準
を
.高
虔
化
せ
.レ
め
る

譜
條
件
は
又
同
時
に
農
業
經
營
に
於
け
る
集
約
度
を
規
定
す
'る
諸
條
件
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

一
般
に
集
約
虔
稽
加
の
形
態

.

.

.

. 

• 

• 

• 

• 

. 

■ 

. 

■ 

.

は
、A
'
r

)

、
同r

の
作
物
に
於
け
る
經
營
費
の
槍
加
、(

ニ
：

r

粗
放
的
作
目
よ
り
集
約
的
作
目
へ
の
移
動
> 
と

い

ふ

ニ

-
つ

の

形

態

を

と

. 

■
,
 

. 

- 

■ 

' 

.

り
、，
そ
れ
は
更
に
土
地
利
用
度
の
增
加
と
な
つ
て
あ
ら
は
れ
る(

註
1)

0
立
地
的
に
云
ぺ
ぱ
•
.市
場

へ

の

，直

接

は

集

：̂

高

度

化

の

條

' 

-
■ 

■ 

■ 

. 

. 

'

件
で
あ
る
が
、r

方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
自
然
的
豐
虔
は
特
定
の
：
術
水
準
の
下
に
勞
働
過
程
を
潤
色
す
る
も
の
と
し
て
、
交
通
地

位
に
よ
る
種
々
な
る
集
約
度
地
帶
の
配
列
に
對
す
る
修
取
的
要
因
と
し
セ
あ
ら
は
れ
る
。
極
め
て
低
位
な
る
技
術
水
準
の
上
に
立
つ
切

• 

- 

•

替
畑
農
業
か
ら
、
極
め
て
高
度
の
經
營
内
容
を
も
つ
園
藝
農
業
に
至
る
'迄
の(

註
ろ
わ
が
國
農
業
經
營
の
種
々
な
る
經
營
形
熊
は
と
の
.

*

經
營
方
式
及
び
集
約
虔
.の
具
.體
化
に
外
な
ら
な
い
。
. 

■ 

■

.
 

.
 

.
 

\

(

註
1〕

，.プ
リ
ン
ク
マ
ン
ン
前
揚
書
、
ニ
ニ
頁
以
下
。

, 

; 

, 

.

S
3 
.尤
も
切
替
训
は
自
然
後
退
し
つ
、
あ
る
。(

.切
替
畑
と
燒
畑
と
の
蓮
ひ
は
耕
転
の
有
無
に
よ
A
O岩
手
職
下
閉
併
郡
安
家
村
の
調
直
に
よ 

れ
ぱ
明
治
年
間
か
ら
大
初
湖
は
が
替
畑
の
耕
作
が
も
り
-
切
替
畑
は
無
肥
料
で
最
も
i

的
經
營
で
あ
っ
て
、從
っ
て
收
盤
も
少
か
っ
た」

,
が
.、
"大
正
中
頃
か
ら
切
替
观
か
な
ぐ
な
り
本
畑
の
み
の
耕
作
と
な
っ
た
し
。

っ
畑
作
に
關
す
る
調
査
.

〔

積
雪
地
方
激
村
經
濟
調
査
所
報
告
第一i 

.冗
號〕

五
買)

。
し
か
し
爽
類
を
除
い
て
；
主
要
作
物
の
反
當
收
量
け
墙
加
を
.示
し
て
ゐ
な
い
？
明
治
四
十
四
年
を 
一
0
0
と
し
た
昭
和
十
二
年 

の
主
耍
作
物
K
當
生
達
額
指
数
は
縛
.し 
一
、；K

豆
九
八
、
大
麥r

七
五
、
小
爽1

g
：

八
、
，深1

0
0、
龍
聚
八0

、

馬
鈴
靈
ー
C
A
で
あ
る
。

'

こ
れ
は一

而
作
付
作
物
の
重
心
の
移
励
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。T

般
に
此
の
地
方
の
畑
作
經
營
は
稗
，
大
互
•
大
喪
の
三
つ
を
中
心
と
す 

農
業
め
經
會
：歡
模
に
っ
い
て

：

\ 

.
.
.

 

.
旧
七
ニ
ー

 

.
n

八

ニ
>

■rr



k
y
h
,
h
H
n
u
K
M
H
M
y
n
^
H
N
^
N
h
K
M
,
t
 ̂

M
^
f
f
n
,
N
N
H
K
^
k
F
y
^
h
^
b
.
^
n
h
n
.
u
h
E
P
«
,
N
h
#
h
^
E
i
K
^
F
,
.
^
i
K
E
U
H
r 

% 

E
M
O
&
^
H
n
u
.
K
H
M
M
U
U
.
M
U 

Icr"- 

4
I
J
4

iii

n

I;
r

- 

•
• 

• 

• 

. 

- 

y 

..SSTf

の
•緒
臂
規
模
に
ウ
い
て

.

. 

..

W
七S

： 

a

デ
.二

.0

, 

I 

.
 

.
 

:■,
 

.

.

. 

.

.

.

 

* 

- 

. 

•

る
輪
作
盟
式(

最
も
ホ
要
な
も
の
は
ニ
年
，

三
作)

が
行
は
.が
て
ゐ
る
。
梭
術
の
低
位
さ
は
農
耕
用
具
と
：し
て
の「

働」
(

踏
織
、ご
や
く
し」

、

i
 

,
用

具

と

し

て

の

「
は

：ぜ

し

「

ま

い

ど

り

J 

•■立
S
S
:脑
耗
器
と
レ
て
の「

振
子
.し「

立S
」
「

獎
.等
の
5
ち
に
、
' 見
る
ご
と
が
出
来
や
ぅ
。
揺
種
方 

'

法
は「

M

P
又
は
ぶ
た
揺
さ
で
揺
糖
量
は
概
し
て
多
い
。
施
肥
ゆ「

ニ
.年
三
作
の
場
合
に
ほ
森
の
作
付
前
に
推
廳
肥
が
入
る
に
過
ぎ
•十
し
1同 

' 

L

畑
に
奶
い
て
'云
へ
ぱ
こ
年
にI.

囘

し

か

施

，さ

れ

な

い

の

で

あ

る

(

同

上

一

五

頁

)

。(
€

作
に
於
て
ニ
般
に
行
は
れ
て
み
る
耕
転
過
程
のif* 

.，脱
穀
-
調
製
過
程
の
動
力
w

i
機
，
自
働
域
揺
選
別
機
と
を
對
比
せ
ょ)

。

一
之
に
對
し
て
最
も
集
約
的
な. 園

！
；

農

業

に

於

て

は

、

溫

室

園

藝

(

福

岡

市

近

郊

〕

：白
坪
當
り
の
.投
資
額
は
，
固
定
資
本
額
三
，八
九
.五
6
三
圓 

.

(

温
室
建
物
ボ
ィ
ラ
ァ
、
放
熱
パ
ィ
プ
•
給
水
翦
置
，
納
置
、
作
業
室
、
大
農
？®
他)

、
.經
常
費
六
九
八
•三
四
圓(

病
蟲
忠
，&
除
費
、
肥
料
代 

.

.種
览4

T

球
根
代
、.，燃
料
費
，
小
農
具
費
> 
肩
歸
勞
賃
>
,履
傭
务
賞
は
九
八
.
0
0圓
で
あ
る〕

と
い
ふ
數
字
を
示
し
ゐ
る
。(

吉
野
新
六「

福 

岡
市
捉
郊
爐
室
岡
攀
に
關
す
るi

r
:
11:

の
經
濟
的
考
察
，〔

"農
業
と
經
祷
U第
七
卷
第
五
號〕

六
六
丄〈

九
赏)

。

わ
が
國
の
@

業
經
營
がr

般
に
如
何
に
低
位
な
る
按
術
構
造
を
も
っ
た
银
約
度
に
於
て
行
は
れ
て
ゐ
る
か
は
多
く
の
擧
誰
を
俟
っ
ま 

で
も
な
く
明
ら
か
なJU

と
で
あ
ら
う
。
今

1
農
家
經
濟
調
森
報
告」
，

(

昭
和
士
一
年
度)

'
に
お
.つ
て
年
々
農
業
の
た
め
に
投
'せ
ら
れ
る
投

下
額
の
構
成
を
尾
れ
‘ぱ
次
の
如
く
で
あ
る
。

.

. 

-自

.
-作
'.,.農

•
 

0
.
 

,
 

^

四
七
6
七(

四
•五)

固
定
資
金
の
墙
捕 

と
目
さ
る
べ
き
額

'部
.
動

養

.
金

勞
，

:

y

賃

ニ
七
五
•セ0

(
1
1

六
丄
ニ) 

セ

ニ

六

•
四
ニ

 < ：

六

九A1
>

.
自

小

作

農

三
九

•七
九(

四
：，
0〕

ニ
四
五

•三
o(

二
五
A
D 

.六：八
九

•四
四(

七0

•八
V
,

•
小

作

農

圓

.，ダ

ニ
三
.
，一
六(

m

•八) 

ニ 

0
五
6

七
へ11111

•八) 

六
二 m
•七
二(

七
I
V四
V

均

圓

.
' 

%

, 

H
!

九
•六
七(

四，
10

ニ
四
ニ *

0

 
四(

ニ
五
，
ニ
：
？ 

六

七

九•八
六(

セ
0
,
七
し

耕

面

積

マ反

00

1

七
ニ
七
'

.
反

】

ニ
•
ニ
0

0

.ニ
を
0
九

w

§

§

M

§

M

w

^

^

i

.

^
 

-

? 

V

.

.

.

.

〔

備
考3

,
.

'

鼻
.林
省
辦
博
.更
生
部
，晨y

經
，濟
調
查
報
，取
u
t良
‘昭
和
十
二
年m

月
至
眼
和
十
.

一 .fi3H,l

月)

よ
り
算
出
p
:全
旧
縣
の
ギ
均
。
间
定
資
金：

,

は
土
地
費
、
土
地
改
良
設
備
費
，
；農
具
費
、V
動
植
物
減
債
額
の
合
ザ
あ
り
"
.
流
動
資
金
は
種
苗
費
，.
寶
種
費
.

家
畜
費
、飼
料
ま
，

.
 

.

V 

,

.

肥
料
費
"

化
熱
動
力
費
"

藥
劑
費
*

伽H

原
料
費
、
•賦
賣
費
其
の
他
の
合
計
で
も
％
 

‘勞

貧

は

，
便

宜

，上
、
，
經
濟
更
生
§

算
の
從

I

勞
働
報
酬
を
と
っ
た
。
、

，
：
：

！

. 

/
/
-
.
.

ヴ

バ

:

:

■

' 

A
J

れ
に
よ
れ
ぱ
投
下
資
金
の
平
均
，三
分
の1

!

以
上
は
勞
貧
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
勞
働
手
段
並
び
に
勞
働
對
象
に
投
下
さ
れ
る
部
分

-、-

■■■-■.■-
 

■■
 

■
 

-
.
.
.
.
. 

-.

は
三
分
の一

:

以

下

：に

過

ぎ

な

い
0

し
か
も
.勞
貧
部
分
の
沾
む
る
軸
合
：̂
自
作
襄
、
自
小
作
#

、，
小
作
遭
と
順
に
大
と
な
り
、
遊
に
固
定

- 

'
 

•
 

•,
 

-
 

.

資
金
..の
愼
補
部
分
及
び
.流
動
資
金
部
分
は
共
に
順
次
'に
小
と
な
っ
.
て
ゐ
る
0

此
の
場
合
-
‘

勞
賛
部
分
と
者
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
.の
は
-
懂

..
 

■ 

■ 

、
 

.

. ： 

.
 

.

少
の
雇
傭
努
賞
を
除
レ
て
は
、k

謂
資
本
の
前
貸
部
分
で
は
な
く
、
生
ま
の
結
果
の
農
業
所
得
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
は
注
意
す
ベ
き
で
あ

る

m

以
上
、
わ
が
國
の
農
業
經
營
が
ー
般
に
低5

技
術
棒
造
.を
も
つ
集
約
的
經
營
と
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
と
と
、
又
自
作
農
、自
小
作
農
、

' 

.

. 

. 

-
• 

• 

■

■
 ■ 

'■
 
,
 

.
 

I 

. 

^

小
作
農(

>
J

れ
は
文
耕
作
面
積
の
大
小
と
じ
て
も
者
へ
ら
れ
る)

の
順
に
技
術
構
造
は
偶
く
な
る
傾
向
を
も
つ
と
と
が
示
さ
れ
た
と
思
'ふ

が
、
經
營
面
積
の
大
小
は
經
營
內
容
に
組
何
に
ぁ
ら
は
れ
て
ゐ
る
で
ぁ
ら
ぅ
か
。
'昭
和
十
二
年
度
の
帝
國
發
會「

農
業
經
營
謂
を
書」

, 

.

.

.

.

.

.

 

■ 

. 

•

、

.

.

.

.

.

-

に

よ

れ

ば

「

大

輕

營

」
「

中

經

，營

J.
「

小
經
營
k

そ
れ
ぞ
れ
次
の
や
う
な
內
容
を
も
ゥ
綴
營
組
織
と
し
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

農
業
の
經
營
規
模
に
つ
い
で

四
セ
-五
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備
s

同
書
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一
 

.
 

.

又
.、
反
當
勞
働
日
數
は
大
經
營
、
中
經
營
、
小
經
營
そ
れ
ぞ
れ
三r

•二
日
，
四
i
,
.
o日、
.五
六
•九
日
、
反
當
施
肥
量
は一

四
6

1

圓

、

一
九
•
一

 

四
圓
、
一

i
:

五
圓
、
役
畜
使
用
日
敷
は1

1
,

•
五
日
、一

•
<

日
、一

•
<

日
で
あ
る(

一

三
頁)

。

.

.

と

れ

，に

ょ

っ

て

，見

れ

は

，
、

.(1
)

、
：
，
中

輕

營

と

大

i

營
.に
於
.て
は
中
小
經
營
程
勞
赁
及
.び
肥
料
費
の
割
合
は
大
と
な
る
。
：

(

ニ)

、
經
營 

面
積
の
大
な
る
程
糖
作
，此
重
は
大
と
な
り
-
經
營
面
積
.の
小
な
る
糖
經
營
內
容
が
複
雑
に
な
る
。
そ
し
て
、b

ニ)

、
大
經
營
に
於
て
は 

稍
作
に
緒
合
さ
れ
て
ゐ
る
作
物
は
麥
類
I

肥
料
飼
料
作
物
，：菜
種
等
比
，軟
的
粗
放
的
な
作
目
で
あ
る
の
に
對
し
て
，
中
小
經
營
に
於
て 

は
食
用
作
物
、
跟
樹
、
桑
等
が
主
要
な
る
給
合
作
目
と
な
つ
あ
る(

波
：>
o以
上
の
；諸
黯
に
於
て
大
輕
營
と
中
小
經
營
と
の
明
ら
か
な 

對
比
を
見
る
と
と
.が
出
來
る
が
、
そ
れ
は
、
，こ

〜

に
於
て
は
單
な
る
經
營
面
積
の
大
小
で
は
‘

な
'
-

し
て
、
正
に
、
，經
營
內
容
の
差
と
し 

て
あ
ら
は
れ
て
き
て
か
る
の
で
あ
る
。
'と
こ
ろ
で
.、1

般
に
經
營
內
容
のi

r

從C
V
K

經
營
樣
式
め
種
ゃ
な
る
形
態
は
勞
働
平
段
と
努

働
力
の
緒
A

ロ
樣
ポ
に
對
應
す
る
も
か
で
あ
る
0

,

そ

レ

で

，
、

そ

れ

は

商

品

生

產

の

進

展

を

通

t

て
具
體
化
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
•

こ

の
點
、
 

大

營

に

於

V
:

は

1

，殺
に
来
の
.

高
度
：の
商
品
性
に
ょC

V

て
米
作
を
.
中

心

と

す

る

作

け

作

粉

，の

舉

鲍

化

侮

{
S
.

が
强-

-
r

あ
ら
は
れ
る
の
に^

s
f
r

囊

囊

蒙

當

懷

yj>.; 

t

し
て
、
中
ト
經
營
に
，於
て
は
蔬
菜
、
振
樹
、養
霞
等
の
，
勞
働
を
参
ぐ
要
す
る
が
商
品
性
の
高

>
作
物
に
ょ
つ
て
貨
粮
收
，入
を
目
指
.す
と 

共
‘忙
，
也
卞
湖
作
に
於
け
る
麥
頻
I
食
用
作
物
の
大
な
る
比
，重
か
ら
、
經
營
全
體
が
太
經
脅
ょ
り
も一

層
漠
レ
自
給
的
色
彩
を
も
つ
て 

ゐ
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
の
.で
あ
る
。
獨
ウ
て
、
こ
-
^
で
複
雑
な
經
營
內
容
を
も
つ
中
小
經
營
を
そ
の
ま
、1

色
に
塗
り
つ
ぶ
す
こ
と
. 

は
誤
り
e
あ
を
。
大
體
に
於
て
猶
作
を
中
心
を
し
て
見
れ
ぱ
1
稍
作
に
結
合
し
て
ゐ
る
畑
作
は
.
大
韻
營
に
於
て
は
、
を
の
畑
作
物
の 

主
要
部
分
で
あ
麥
類
、
菜
種
、
肥
料
飼
料
作
物(

紫
雲
英
、
s

§

)

は
殆
ん
ど
水
田
の
裏
作
と
し
て
作
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
 

又
耕
作
地
面
積
に
對
す
る
畑
地
、
，園
地
の
.割
合
の
低
い
と
こ
ろ
か
ら
、
'普
通
畑
の
.利
用
度
は
中
小
經
營
に
比
し
て
著
し
く
高
い
率
を
示 

し
て
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
.て
*
中
小
經
營
に
於
て
は
、
稻
作
に
麥
類
、
食
用
作
ま
の
結
合
し
.た
極
め
て
自
給
的
色
彩
の
强
レ
經
營
船
織 

と
，
...
糖
作
と
蔬
榮
、
巢
樹
"
或
ひ
.は
養
慧
等
の
結
合
し
た
商
品
性
の
高5

經
營
組
繊
と
の
一一

つ
を
考
ベ
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
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以
上
は
全
國
的
な
平
均
の
傾
向
で
あ
る
が
，
同
樣
の
こ
と
は
小
さ
な
直
城
に
つ
い
て
も
云
ひ
得
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
例
へ
ぱ
典
翦
的
な
米 

作
地
方
で
あ
る
庄
内
地
方
を
と
っ
て
♦見
て
も
か
i
る
傾
向
は
明
瞭
に
さ
か
が
ふ
ご
と
が
出
來
る
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農
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調

査

」〔

同

所

報

告

第

十

九

隐

〕

七
四
I
七
六
頁
。
調
査
農
村
は
飽
海
郡
、
東
®
川
. 

,郡
、
.西
w
m郡
，
，十
ヶ
’村
、
調
査
戸
敷
ニ
、九
七
四
戶
の
.平
均
や
あ
る
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尤
も
帝
國
農
會
農
業
經
營
調
査
に
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れ
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經
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し
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平
..均

十

三

町

七

，孜

八

献

n

十
！一

歩
と
V
ふ
耕
地
面
積
を
も
つ
も
の
で
あ
つ

,.て
、
わ
が
國
の
農
業
經
營
と
し
.て
は
極
め
で
特
殊
の
も
の
に
屬
す
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
推
論
は
大
體
の
傾
向
を
示
す
も
の
と
し
て

-

.農
業
の
.細
營
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に
.
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い

て
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以
上
’の
こ
と
は
、：
逆
に
云
べ
ぱ
、
，經
營
面
積
の
大
な
る
場
合
仏
は
.稻
作
經
營
が
ポ
別
で
あ
り
、
經
營
面
積
の
小
さ5

場
合
に
は
集
約 

度
の
高5

.

蔬
菜
圃
藝
と5
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4

經
營
形
態
於
と
ら
れ
る
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ふ
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と
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で
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營
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；
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〕
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.農
林
省
經
濟
更
生部

、
昭
和
六
年
度

「

農
家
經
濟
別
表

」

か
ら「

農
i

織
し
の
欄
に
基
き
集
計
マ
作
表
し
た
も
の
o
'と
り
あ
げ
た 

.

農
家
はI

っ
第i

種」

僕
家
の
み
で
あ
る
。
從
つ
て"
當
然
平
均
水
總
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
戶
數
は
滔
作 

:

.

.

.

.

i

營

の

う

ちf

を
生
と
す
る
も
の
、
自
作
農
ニ
ニ
戶
、
自
小
作
#

ニ
ニ
戶
，
小
作
農11

1

戶
、.合
計
六
五
戶
、
稻
作
と
養
獄
を
營 

.

,

.

.
む
も
の
、.
自

作

農

ニ

四

戶

、
，自

小

作

§
,
1五

戶
r

小
作
農一

冗
戶
、
合
計
八
八
戶
、
普
通
畑
經
營
の
う
ち
畑
作
を
主
と
す
る
も
の

'
、

.

.，自
作

襄

1

ニ
戶
，<C
計
三
戶
、
畑
作
と
蒸
®
を
霄
む
も
の
自
作
農
八
戶
、
自
小
作
農1

戶
、

九
戶
"
雜
後
圓1-

舰
營
、
自
小
作
農 

:ニ
戶
、
合
計n

戶
れ
平
询
で
あ
る
。

-
.

.

.勞
力
費
の
自
給
部
分
は
大
E
十
二 

$
以
降
昭
荆
五
.年
迄
の
七
ヶ
ザ
平
均
のV .

日
當
り
能
率
換
算
時
數
を
以
て
各
農
家
の
農
業
努
働
時 

間
を
除
-
:
^
、
昭
和
六
年
带
斷
邀
會「
米
生
建
綴
調
蜜」

に
於
け
る
各
府
縣
平
均
一
日
.當
り
稻
作
履
傭
努
賞(

貪
費
付)

に
ょ
ウ
て
算
出
し 

. 

'
た
も
の
で
あ
る
0 

. 

: 

; 

■

.

•こ
の
菱
に
於
て
マ
集
.約
廣
即
ち
生
章
へ
の
資
本
§̂
下
率
は
反
當
投
下
資
金
の
斑
^
に̂
あ
ら
は
さ
れ
、
'又
そ
の
中
で
、
年
々
固
定
資
の 

購
補
に
.充
て
ら
る
部
分

(

A)

、
流
動
資
金(

5

、
及
び
勞
カ
費(
C)

.の
そ
れ
ぞ
れ
の
占
む
る
割
合
は
そ
の
集
約
性
，の
技
術
的
構
成
を

, 

.

.

.

.

. 

! 

'

示
す
も
の
で
あ
レ
、
.そ
の
反
當
牧
量
は
經
營
規
模
を
集
中
的
に
表
現
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
で
あ
.ら
う
。
然
り
と
す
れ
ば
、
と
i
に
あ 

ら
は
さ
仏
た
限
り
で
は
、.(

1
)

*
,集
約
度
は
蔬
菜
園
藝
に
於
て
最
も
高
く
、
糖
作
經
營
"
普
通
畑
經
營
の
順
に
低
く
な
ウ
て
ゐ
る
。
，
そ 

し
て
、(

一
1) 、

集
約
性
の
技
術
的
構
造
は
藤
：̂
經
營
が
最
も
偶
ぐ
，
普
通
畑
.經
營
、
蔬
菜
園
藝
の
，順
に
高
く
な
?
 

t

o從
つ
て
，
 

こ

、

か

ら

普

適

畑

經

營

は

最

も

粗

货

的

で

，あ

り

"
稻
作
經
營
は
低
度
な
る
按術

！
！

造
を
も
つ
集
約
的
經
營
で
あ
り
、.蔬
菜
園
藝
は
高
度 

な
る
梭
衛
構
造
を
も
つ
集
約
的
經
營
で
’

-i

め
る
と
躲
定
す
る
と
が
出
來
る

0
そ
し
て
、
と
.

〜
で
は
、
養
寶
の
結
合
は
集
約
度
又
は
そ
の

l

l

f

K

i

l

l

l

，內
容
の
高
度
化
を
も
た
ら
す
A

の
：と
し
ズ
作
用
u

て
.ゐ
る
。
又0

1
1
)
v

經
營
規
模
の
具
體
的
な
表
琪
で
あ
る
反
當
牧
量
は
、
自
給
的
色 

取
の
最
も
濃
，レ
普
通
畑
輕
營
に
於
て
最
も
低
く
、
糖
作
經
營
：、
稻
作
と
養
S

と
の
結
合
、
畑
作
と
養
®

と
の
結
合
が
之
に
次
ぎ
、
蔬

菜

. 

一
園
菌
經
營
に
於
て
著
し5

高
さ
を
.示
し
あ
ゐ
る
0
,
, 

V 

.

\

と
と
ろ
で
、
商
品
經
濟
の
侵
入
、
.
-發
展
は
、
當
然
、
商
品
化
率
の
俾5

作
目
か
ら
高
い
作
目
へ
：、
又
集
約
度
の
低
か
經
‘營
か
ら
高
い

-
• 

. 

• 

■ 

\

經
營
へ
發
展
せ
し
め
る
。
例
へ
ぱ
食
用
作
嫩
、
.麥
類
よ
り
稻
作
べ
、
又
麥
類
の
う
ち
で
.も
大
麥
.
裸
麥
の
生
渡
は
小
麥
の
生
塵
に
と
つ

て
代
へ
ら
れ
？

あ
る
と
い
ふ
や
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
逮
し
た
と
と
ろ
か
ら
、
わ
が
國
の
農
業
經
營
の
發

•
• 

. 

.

-
‘

. 

.... 

.... 

■ 

• 

.

展
す
る
方
向
と
し
て
ニ
.つ
の
方
向
を
、
地
代
關
係
を
そ
の
う
ち
に
合
み
、
そ
れ
に
制
約
さ
れ
つ
ん
.で
は
あ
る
が
、
者
へ
る
と
と
が
出
來 

.や
う
。

一

つ
は
經
營
面
積
の
擴
大
に
よ
'る
稻
作
ル
心
の
作
付
作
物
單
純
化
へ
の
方
向
で
あ
り
、一

ウ
は
雜
營
內
容
の
高
度
化
に
よ
る
蔬 

菜B

藝
的
な
瘾
醫
へ
の
方
、向
で
あ
る
。
そ
し
て
養
霞
と
の
結
合
、
畑
作
部
面
に
於
け
る
自
給
的
な
食
用
農
作
物(

粟
、
寨
、
稗
、大
豆
> 

小
豆等

：}

か
ら
小
麥
其
の
他
め
商
品
的
農
作
物
へ
の
傾
向
は
そ
の
中
間
的
形
熊
で
あ
る
。
と
れ
は
作
物
別
作
付
面
粮
の
墻
減
摩
に
示
さ 

れ
る
作
付
作
物
の
重
心
の
.移
動
に
よ
っ
て

明

ら

か

で

あ

ら

う. 

: 

. 
\

作
物
別
作
伸
面
積
の
增
減
率
.

.

昭
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〔

備
考〕

.
#浑
度
の
牀
省
統
計
廉
し
ょ
り
算
傻
表
せ
る
も
の
。
太
’字
は
昭
和
.元
年
を
！
 
0
9
0
0
と
せ
る
作
付
面
積
指
數
で
，絕
對
的
作 

.
:付
面
積
の
滑
減
を
示
す
。
.細
字
は
耕
地
面
積
に
斯
す
る
作
物
別
作
付
®
積
の
比
重
で
あ
る
。
■

、

ペ

食
W
農
藍
物
は
大
豆
、
小
豆
' 
粟
-
,0, W

玉
蜀
黎
、，1

,
甘
蒲
，
馬
鈴
襲
の
合
計
。
' 

.

特
にAJ

め
ぅ
か
で
、
.，来
作
の
、
北
漸
の
：傾
向
は
注
目
す
べ
き
：で
あ
る
。 

' 

.
-

ノ
 

' 

.

"

レ

，

.

.

来
作
付
步
合
の
變化

：..

-
.
.
.
:
北

海

道

束

，
北
：，：

關
.
.東

、

北
"
陸
フ
：，東

山
 

-.昭
和
元
年 

J
i 

\ 
i
o
K 

.

.

.

.
l
.
s
r 

/ 

1 

T

m 
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A
l
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昭
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年

キ

ギ
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： 

s
•
さ一

.
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. 

'
 

. 

.
p
v
究 

,
,
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〔

備
考〕

各
年
の
'

「

晨
林
省
統
計
ま
し
ょ
り
算
出
作
表
。

V.

し
’か
も
か
、

作
付
作
物
の
變
化
が
、
北
海
道
を
別
と
す
れ
ば
、

::;

的
な
堆
加
"：.

I
k
.が

卞

の

耕

作

面

積

を

も

ク

襄

家

の

，減

：少

と

.い

.ふ
形
.で
遂
行
さ
れ
て
ゐ
，る
と
こ
ろ
に
> ,
わ
が
國
の
農
業
綴
營
の
發
展
の 

.

-
p
i
：

が
見
ら
れ
る
.で
あ
ら
ぅ(

註〕

.。
そ
し
；て
特
に
東
北
農
區
に
於
て
.は
餅
作
面
積J

,町
未
滿
の
.農
家
が
猶
對
的
に
も
賴
動
的
に
も
增
加 

農
業
の
鹤
營
规
糖
.に
つ
い
て
、

.
V
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算
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給
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働
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働
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八
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g
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町
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下

{
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以
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ニ
，町
以
下

i
i

■隱 

.ニ
，
町
以

.
上
i

i

合
.

，

.

r

〔

備
考〕

.同
調
查
谱
u
r
a買
。
っ
兼
業
農
家
に
は
本
業
的
副
業
、即
あ
他
業
が
主
業
な
る
も
の〕

と
副
業
的
兼
業
と
を
せ
含
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る 

,
，が

、
此

：の
本
，
副

業

の

M

別
は
農
家
に
ょ
り
限
界
極
め
て
阿
難
な
る
も
の
あ
り
。-I

ヶ
年
の
所
得
の
、
大

小

、

家

族

勞

働

時

旧

數

、
經 

.
:

赞

耕

地

の

大

小

、
：
經

營

主

(

戶
主〕

の
所
得
勞
働
等
の
み
を
以
て
判
定
す
る
こ
と
は
两
雖
で
あ
る
が
、
え
等
は
少
く
と
も
木
、
副
業
を 

:ン
農
雞
の
'經
營
規
模
に
つI

い

て

べ

.

.

.

-

;

.

:

■ 

. P

八

七
，

q

x
 ニ

鹿
業
の
！！
齋
规
樓
に
.ウ
-い
て
へ

：

；
. 

.
四

八

六• 

a
o
!
s
o

し
て
ゐ
の
で
：あ
る
が
、
と
れ
は
米
作
北
激
の
倾
向
、
，並
'

1
6

に
そ
の
低
い
技
術
水
準
と
相
俟
っ
て
、
稻
作
經
營
に
對
す
る
年
雇
、
季
節 

.雇
、
日
I

の
形
で
の
I

I

の
I

と

し

，
て

吸

着

し

て

t

も

の
I

へ

ら

れ

や

タ̂^
‘
.

，
'

.
‘ 

尤
，
も

遣

嵐

に

よ

っ

て

は

ニ

，
町

乃

至

三

町

の

耕

作

面

積

を

も

っ

農
家
も
亦
滑
加
の
傾
向
を
示
しK

ゐ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。(

關
東
威
、
東
海
画
、

.
姐
職
直
。
：

IV 

: 

‘V
 

. 

. 

; 

5
:
;

 

.

,
:
:

た
V
此
の
場
合
、
發
展
と
没
落
の
質
的
な
差
異
は
平
均
の
5
ち
に
溶
け
込
み
で
し
ま
ふ
の
で
"
厳

桃

に

は

"
典

型

的

な

い

く

っ

か

の

小

地

城 

:

に

於

て

發

腾

傾

向

を

檢

討

す

る

こ

：
と

が

必

要

で

.あ
ら

ぅ

。

わ
が
國
の
農
業
輕
營
の
發
展傾

}?

と

し

て

は1
方
に
專
業
農
家
へ
の
傾
向
が
明
瞭
に
見
ら
れ
る
の
，で
あ
る
が
、
.一

町
以
下
の
所
謂

過
小
農
雜
營
は
依
然
と
し
て
應
倒
的
な
數
を
占
め
て
居
り
、
貧
銀
勞
傲
或
ひ
は
兼
業
、
副
業
と
の
結
合
.に
於
て
存
在
ず
る
の
を
看
過
し

•
 
* 

. 

- 

.

て
は
な
ら
な5

。

否
、
極
め
，て
小
，面
精
の
耕
作
農
家
に
於
て
は
農
耕
部
面
が
副
業
と
し
て
緒
合
し
て
ゐ
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。
農 

林
省
に
よ
る
助
成
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附
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下
に
行
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舍
輕
濟
部
の
調
査
に
か
-
る̂
過
小
農
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國
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農
家
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す
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本
業
的
兼
業
し
と
襄
業
を
主
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兼
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三
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農
家
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農
家
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兼
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度
事
項
た
ぷ
.は
§

俊
た
な
い
ぐ
所
謂
等
め
.取
項
を
繰
合
的
：i

察
し
；一

家
經
濟
生
活
の
束
據
.と
な
り
一
，
時

的

基

準 

,
,
,

.な
ら
.；ヤ

a

る

と
と

，を
，考

慮

す

ぺ

き

で

あ

？
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..，

(

同
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何
なl

i
i
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於
て
I

さ
れ
得
ま
、
.又
，f

ず
ぺ
务
も
の
で
ぁ
t

か
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副
業
i

兼
業
i

業
生
f

い
ふ
本 

: 

'業
に
謝
す
る
補
肋
的
^

入
を
目
指
し
て
ゐ
る
點
に
於
て
共
通
の
動
を
も
つ
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し
か

し
兼
業
と
ほ
農
業
と
®
別
さ
れ
得
べ
き
補
助
的
收
入
を
指
し
、 

、 IDH

業
と
は
農
業
收
入
に
許
す
れ
る
、
耕
衝
以
外
收
.入
、
：又
は
そ
の.一

:

部
を
指
す
も
め
と
考
へ
ら
れ
る
や
う
で
あ
る
0
農
林
省
の
っ
農
家
經
濟
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憲
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し
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塵
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ざ
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翁
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収
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こ
の
う
ち
に
I

畜
收
入
、
農
i

加
工
收
入
の
如
，̂
、
；所
謂
S

に
は
^
^
^

今
：：

ま
れ
ズ
ゐ
る
と
共
に
、
兼
業
収
入
と
し
て
舉
げ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
の
う
ち
で
も
ぐ
兼
髮
生
窗
物
収
入
の
如
ぎ
は
明
ら
か
に
一
股
にr

副
業
し
と

、

云
は
れ
る
.も
の
：V
5
.ちに
含
め
ら
れ
て
ゐ
：る
も
め
で
も
る
。
，副
業
若
し
く
は
兼
菜
は
そ
の
間
の
域
別
が
®
.ゆ
な
の
で
は
な
く
し
て
，
小
摄
經
濟 

.

.
-が

"
：

货
歉
經
濟
に
よ
^
自
然
經
濟
の
崩
壞
に
つ
れ
て
，.一
食
揪
败
入
の
滑
加
を
目
的
と
し
た
生
計
抓
充
部
分
と
レ
て
輕
營
自
體
の
ぅ
も
に
と
り
入 

•

，
れ
た
；
こ
と
、

.そ
：し

で

、
：
そ

れ

が

小

農

經

濟

蒋

ホ

の

た

め

の

絕

對

他

必

要

條

あ

っ

た

こ

.ど
が
®
要
な
の
で
も
る
。
從
っ
て
，
そ
の
個
々
の
部 

分
が
兼
叢
で
'あ
.る
か
湖
業
で
あ
る
か
で
，ほ
な
く
し
.て
、
：そ
れ
ポ
殆
ん
♦た
凡
て
貨
幣
化
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
點
か
ら
、
如
何
な
る
形
で
市
場
へ
の 

敏
路
を
も
っ
..がを
基
準
と
：じ
て
被
別
せ
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
大
約
次
の
如
く
に
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
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；
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內
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塵
マ
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市
場
.へ
..撒接
に
通
路
を
も
っ
も
の
、(

養
霞
は
も
や
農
業
經
營
の1

部
で
あ
っ
て
、副
業
で
は
な
い
が
、•大
振
模
の
‘蒸
潔
，
農
村
工
業
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依
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す
る
も
の
。
地
方
賀
渠
め
.商
？
他
方
間s

T

集
散
地
の
問
.置
の
宇
を
經
る
。(

典
型
的
に
は
養
霞
。
其
の
他
麥 
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.择あ
旧
、
翻
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、
莫
與
、
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エ
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竹

細
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祀

柳
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エ
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木
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エ
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寵
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，.資
本
制
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家
め
勞
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V
問
屋
又
は
仲
次
業
者
の
注
文
に
よ
り
其
の
供
給
す
.々
材
料
に
附
慣
を
定
め
て
加
工
し
，
勞
賃
を
得
る
も
の
。(

賃
機 

V
. 

:
M
,

經
木
細H

,

竹
細
H
r木
細K

、

其
の
他
、
'特
約

養

霞

よ

る

赛

i

家
と
製
絲
業
者
め
關
係
は
本
質
的
に
こ
の
關
係
に
近
い
。) 

ン
ニ
ニ
、
.賞
勞
働
。
-
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照
艦
努
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以
上
.
"
經

營

方

式

及

び

集

約

度

に

よ

，

0.

て
種
.タ
な
る
内
容
を
附
與
せ
ら
れ
る
經
營
.规
摸
は
、
窮
極
に
於
て
は
、
勞
働
半
段
の
A
及
び

:

構

成

に

よ.っ
.て
规
走
せ
ら
れ
る
と
と
を
見
た
、
此
の
場
合
生
地
は
、
.前
述
の
如
く
、
，農
業
に
於
け
る
主
要
な
る
勞
働
手
段
'で
あ
る
。
そ
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械
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の
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,地
面
積
を
前
提
と
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•又
そ
の
擴
大
の
要
因
を
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む
と
と
に
よ
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農
梁
の
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て
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農
業
の
雜
營
規
模
に
ゥ
い
て 

圓
九
0 

C
,

八
二
八)

.て
、

農

業

經

營

規

模

を

左

す

：る

要

因

と

、
な

る

：
で

あ

ら

ぅ

0 

.
之

に

，對

し

P

、
.
.農

業

上0
補
助
村
料
又
は
原
料
で
あ
る
肥
料
或
ひ
は
品
種 

は
、
そ
れ
丈
で
は
、
'農
業
經
營
の
規
模
を
決
定
し
、
巧
部
的
分
化
を
’惹
含
起
す
耍
因
と
な
る
も
の
で
は
な
い
0 

肥
料
.が
.農
業
ま
途
に
.對
し
て
有
ず
る
意
義
は
，
* .±
,

壤
，を
通
.じ
て
、
.又
土
壤
.の
自
然
的
に
含
有
す
る
植
物
榮
養
素
と
井
に(

註
：
}
、

.

栽
着 

植
物
の
生
言
に
.對
す

る

，補

助

的

役

割

を

な

す

點

.
に

あ

る

9
,

從
っ
.

て
、
肥
料
,

5

多
く
用4

る
か
、
少
.く
用
ふ
る
.か
は
收
獲
量
の
多
少
と
な 

;や

て

あ

ら

は

れ

：
る

丈

；で

-，:農
業
の
：生
産
方
法
、、
生
産
樣
式
、
察
働
手
段
等
に
對
し
て
變
動
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
5

0
又
、
，逆
に
肥 

，料

は

そ

の

使

用

に

1

定
.ゆ
經
營
規
模
を
前
提
と
す
：る
も
の
で
は
な
5
‘の
セ
あ
る
。
.肥
料
は
分
割
し
て
與
へ
る
こ
と
も
出
來
る
し
、
又
全

翦

肥

料

で
4
耕
作
は
可
能
で
ぁ
る
。

新
品
.種
：或

ひ

.
は

變

種

の

發

見

等

に

ょ
っ
て
施
肥
量
或
ひ
は
肥
料
の
種
類
は
變
化
せ
し
め
ら
れ
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.贿
物
深
養
素
の
擔
ひ
乎
と
し
て
の
地
ぱ
、
こ
の
限
り
で
は
、
農
業
勞
糊
對
象
と
し
て
作S

す
る
。

■ 

■

• 

i
.

農
業
勞
働
の
道
接
的
な
對
裁
で
.あ

る

品

種

に

つ

：

い
て
も
同1

か
と
.と
が
云
へ
や
ぅ
。
品
種
の
改
良
、
新
品
種
の
採
用
は
そ
れ
に
ょ
，つ

• 

- 

* 
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•
• 

. 

.

.て
牧
獲
蜜
の
增
大
は
も
ち
來
さ
れ
る
が
、
そ
れ
丈
で
，あ
っ
て
'、：
肥
料
の
'場
合
と
同
様
に
農
業
’の生

.！
；

方

法

を

變

化

せ

し

め

る

も

の

で

は
 

な
い
。
し
か
も
、1

定§

農
業
經
營
規
模
を
前
提
と
し
.な
い
、
又
農
業
&
營
規
模
に
對
し
て
何
等
の
制
眼
を
加
/
得
な
い
肥
料
叉
は
品

種
の
改
曳
と5

ふ
形
に
於
て
の
み
生
産
量
の
檢
大
が
は
か
ら
れ
た
と
と
ろ
に
、
小
規
模
經
營
の
維
持
、
存
績
を
前
提
と
せ
る
わ
が
國
徵

•
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, 

.

業
1

梭

術

.
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展

の

特

異

性

が

あ

っ

た

も

の

で

あ

又

，
.同
時
に
、
地
代
法
則
賞
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小
規
模
制
に
於
け
る
生
産
量
の
撞
大
は
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>齋
業
に
於
け
る
經
營
規
模
を
.上
述
の
如
く
理
解
す
る
な
ら
ぱ
、
適
正
规
模
を
如
何
に
規
定
す
み
.か
は
自
ら
眼
ら
か
で
あ
ら
ぅ
。
今
日
-

-
.
.
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適
正
規
模
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
を
れ
は
も
は
や
、
現
在
め一

定
，の
技
術
水
準
の
下
に
"
農

民

及

'び

そ

の

家

族

の

勞

働

,

• 

• 

. 

• 

- 

• 

, 

• 

. 

-

力
が
最
も
合
理
的
に
對
象
化
さ
れ
る
爲
め
に
は
耕
地
面
積
の
幾
何
の
割
合
を
以
て
配
置
さ
る
べ
き
か
の
問
題
で
ほ
な5

。

過
剩
な
る
農 

.
業
人
口
と
狹
小
た
る
耕
地
面
積
を
前
提
と
す
る
ル
農
雜
營
'の
下
に
於
て
は
、
勞
働
の
生
産
力
の
犧
牲
の
.上
に
単
位
面
積
當
り
の
生
産
量
. 

の
.檢
大
が
.目
標
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
.の
で
あ
り
、
又
そ
と
.に
農
業
生
®
政
策
の
指
導
原
理
が
置
か
ル
て
き
た
の
で
あ
つ
た
。 

そ

じ

て

、
：
か

、

る

條

件

が

、

'

「：

適

正
.規

模
.；
に
：對

レ

て

家

族

’勞
働
に
對
ホ
ス
緋
地
面
績
，の
適
正
比
率
と
V4

形
で
そ
の
藤
史
的
性
格
を
與

ベ
.，た
の

で

あ

つ
.た
。
現
在
"
農
業
經
營
面
精
が
家
族
勞
働
と
如
何
に
低5

相
關
々
係
し
.か
も
つ
て
ゐ
な
レ
か
は
旣
.に
充
分
に
實
讚
的
に

; 

.

.

.

.

.

-
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.

.
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■.

論
誰
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
ろ
で
，あ
る
。
.
.出
稼
又
は
雇
傭
勞
働
.の
！̂
と
い
ふ
形
熊
が
ぞ
の
勞
働
力
の
過
剩
又
は
不
足
の
調
節
補
充
の
形
態
で
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■
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-

ぁ
る
が
、
I

水
準
が
高
ま
れ
ぱ
高
ま
I

、
こ
の
雨
者
の
間
の
相
闕
ぶ
は
益
々
低
く
な
つ
て
：く
.

^

^

^

即̂
ち
、
中
心 

.點
は
家
族
勞
働
の
對
參
化
で
は
な
く
し
て
、
勞
働
の
生
産
性
に
®
か
"れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
害
で
あ
る
。
そ
し
て
"
經
營
規
摸
は
そ
れ 

自
體
旣
に「

技
：F

を

含

む

，概

念

セ

あ

つ

た

の

セ

、

適

.正
規
模
は
、
，勞
働g

生
.産
性
を
基
準
と
し
て
、
動
：

i

に
把
握
さ
れ
な
せ
れ
ぱ
な
ら 

.な
，

S

の
'で
あ
る
O

S)

ン 

.

..

‘(

き

：
わ
が
國
の
主
要
な
農
耕
形
態
で
あ
る
朱
作
は
そ
の
主
要
な
生
董
手
段
、
：水
、‘に
基
く「

■

し
を
そ
め
特
徵
と
す
る
が
、n言

J

と
い
ふ
，

,

按
衛
的
特
質
か
ら
*
わ
が
國
の
.農
業
生
塵
が
そ
れ
自
身
め
ぅ
ち
に
.含
む
發
展
の
技
術
的
な
限
界
は
ど
こ
に
魔
か
れ
る
か
は
別
に
考
察
す
る
と
こ

.ろ
で
あ
る
0 

, 

; 
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